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認知症の人に対する安全で効果的な看護手法の開発 

  

研究分担者 深堀 浩樹  慶應義塾大学看護医療学部 老年看護学分野 教授 

 

     

研究要旨 認知症の人に対して安全で効果的な看護・医療・ケアを提供する

上では、身体拘束の最小化の方法を検討することが必要である。本研究では、

安全で効果的な看護手法の開発の一助として、①身体拘束の是非が争われた

裁判例の分析、②身体拘束に関する判例に関する医学論文の検討、③認知症

の専門病棟からの退院を促進する手法についての文献検討の 3 つの活動に取

り組み、これらを統合することで、様々な場面における身体拘束の最小化の

方法を検討することを目的とした。①の分析からは、質的内容分析により患

者側が勝訴した裁判例と医療施設側が勝訴した裁判例における双方の主張の

違いの理解を促進する概念が得られた。 

 

 

A．研究目的 
 認知症の人に対する安全で効果的な看護・

医療・ケアを提供する上では、様々な場にお

いて身体拘束の最小化の方法を検討すること

が必要である。本研究では、安全で効果的な

看護手法の開発の一助として、①身体拘束の

是非が争われた裁判例の分析、②身体拘束に

関する判例に関する医学論文の検討、③認知

症の専門病棟からの退院を促進する手法につ

いての文献検討の 3 つの活動に取り組み、こ

れらを統合することで、様々な場面における

身体拘束の最小化の方法を検討することを目

的とした。 

 

 

B．研究方法 
1)研究チームの構成について 

 2020年度に引き続き、看護学・医学・法学

の研究者からなる学際的研究チームを構築し

ている。研究チームのメンバーは、分担研究

者の深堀浩樹（慶應義塾大学 看護医療学部 

老年看護学分野・教授）のほか、小川朝生（国

立がん研究センター 先端医療開発センター 

精神腫瘍学開発分野・センター長）、松原孝明

氏（大東文化大学 法学部法律学科・教授）、辻

麻由美氏（長崎大学大学院医歯薬学総合研究

科 看護実践科学分野（老年看護学）・助教）、

那須佳津美氏（安田女子大学 看護学部・助教）

慶應義塾大学 SFC 研究所・上席所員）金井直

子氏（慶應義塾大学 SFC 研究所・上席所員）

である。 なお、金井氏は老人看護専門看護師

である。 

2)身体拘束の是非が争点となった裁判例の分

析 

 2019年度に法情報総合データベースである

D1-law.comを用いて、収集した身体拘束につ

いて争われた裁判例（精神科を除く）につい

ての質的内容分析を行った。2020年度までに、

医学・看護学領域の裁判例についての先行研

究の検討と研究チームでの協議により開発し

ていた質的内容分析を行うための分析枠組み

を修正しつつ用いた。データ管理には、質的

データ分析ソフト NVivo11を用いた。 

3)身体拘束に関係した判例に関する医学論文

の検討 

 身体拘束に係わる判例について検討した医

学論文について文献検討を継続している。

2021年度までに医学中央雑誌により、身体拘

束（統制語/身体抑制）、訴訟 （統制語/裁判）、

判例といったキーワードを用いて検索を行い

収集した文献を対象としている。取り込み基

準は、高齢者を対象とした文献や、医療・福祉

機関で起こった身体拘束に関わる訴訟につい

て解析した文献であり、分析対象となった研

究論文について、判例情報データのソース情

報や、判例に関しての解析視点について分析

を継続し、2)の分析に活用した。さらに、身体

拘束に対して医療従事者が感じる葛藤に着目

することが、身体拘束の最小化に有益と考え

られたため、身体拘束に対して看護師が感じ

る葛藤についての文献収集も実施した。 

4) 認知症の専門病棟からの退院を促進する
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手法についての文献検討 

 認知症の行動・心理症状のために身体拘束

を受けやすい認知症の専門病棟に入院する認

知症の人の早期の退院を促進することに帰す

る文献検討を 2021 年度から引き続いて実施

し、認知症の行動・心理症状のために認知症

の専門病棟に入院する認知症の人の退院を促

進する手法についてのスコーピングレビュー

論文を執筆している。 MEDLINE, CINAHL, 

Cochrane Library, PsycINFO のデータベース

を用いた検索と PRISMA ガイドラインに沿っ

た検討・論文執筆は既に終了しており、論文

執筆をすすめた。 

 

5）その他の関連研究 

認知症の人に対する安全で効果的な看護・

医療・ケア提供を検討するために、認知症の

人や高齢者に関する看護・ケアに関するその

他の関連研究を実施した。 

 

 

（倫理面への配慮） 

上記 2)～4)の研究内容は、裁判の判例、判

例や退院促進の手法に関する学術論文など既

存の公表されている資料を文政対象としてい

る。そのため「人を対象とする医学系研究に

関する倫理指針」等の適用対象とならない。 

 

 

C．研究結果 
１)研究チームによる研究活動 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況

を鑑み、メールやオンライン会議による協議

を複数回実施した。2022年 3月にはオンライ

ン会議で 2020年度の総括を行い、分析内容を

共有し、論文執筆方針について協議した。 

2) 身体拘束の是非が争点となった裁判例の

分析 

2020 年度までに収集された身体拘束の違法

性が争点となった裁判例を分析対象とした。 

裁判例を、①身体拘束をすべきと家族が主張

したもの、②身体拘束をすべきでなかったと

家族が主張したものに分類した。研究班での

協議の結果、家族の主張・意向により患者に

対して有害な可能性がある身体拘束が実施さ

れる危険性への対処に有益であることから、

①身体拘束をすべきと家族が主張した裁判例

を分析することとした。各裁判例の中で患者・

家族の主張、病院・施設の主張、裁判所の判断

に関する記述を抽出した後に相違性や共通性

によって分析して概念化を進めた。現時点で

まだ分析途中ではあるが、患者・家族の主張、

病院・施設の主張、裁判所の判断についての

概念が抽出され、裁判例間での比較を行うた

めの表を作成した。 

3) 身体拘束に関係した判例に関する医学論

文の検討 

2020 年度までに検索して分析していた 172

件の論文を、2)の分析結果の解釈や論文執筆

の際の背景の理解に活用した。身体拘束に対

して看護師が感じる葛藤についての 80 件程

度の文献を収集した。 

4) 認知症の専門病棟からの退院を促進する

手法についての文献検討 

 2020年度までにデータベースから抽出され

た 3000 件ほどの文献の質の評価を行い 4 つ

の論文が選定していた。この結果に基づいて

論文執筆を終了させ、現在国際誌への投稿中

である。 

 

 

D．考察 
1)研究チームの構築 

2020年度より引き続き、看護学・医学・法

学の研究者・高齢者施設での高度看護実践者

からなる学際的研究チームにより、多様な場

における安全で効果的な看護・医療・ケアの

提供方法について検討できる体制が維持され

ている。 

2))身体拘束の是非が争点となった裁判例の

データ収集 

収集された裁判例のうち、身体拘束をすべ

きと家族が主張したものに限定して分析を行

ったことにより分析が促進され、家族の主張・

意向により患者に対して有害な可能性がある

身体拘束が実施される危険性への対処に有益

な結果が得られつつある。抽出された概念と

それらの概念を裁判例ごとに比較するための

表の作成により、患者側が勝訴した裁判例と

医療施設側が勝訴した裁判例における双方の

主張の違いの理解が促進されることが期待さ

れる。 

3) 身体拘束に関する判例に関する医学論文

の検討 

過去の身体拘束の判例を分析した医学論文

の検討結果は、2）の分析・論文執筆に活用さ

れることが期待できる。また、身体拘束に対

して医療従事者が感じる葛藤についての論文

は、身体拘束をすべきと家族が主張した裁判

例の内容の理解に活用されることが期待され
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る。 

4) 認知症の専門病棟からの退院を促進する

手法についての文献検討 

現在論文執筆を終え、国際誌への投稿中で

あり、結果の公表が期待される。 

 

 

E．結論 
 看護学・医学・法学の研究者・高齢者施設

での高度看護実践者からなる学際的研究チー

ムにより、多様な場における安全で効果的な

看護・医療・ケアの提供方法について検討し

た。身体拘束の是非が争点となった裁判例の

うち、身体拘束をすべきと家族が主張したも

のに限定して分析を行ったことにより、家族

の主張・意向により患者に対して有害な可能

性がある身体拘束が実施される危険性への対

処に有益な結果が得られることが期待される。 

身体拘束に関する判例に関する医学論文・

身体拘束に対して医療従事者が感じる葛藤に

関する論文・認知症の専門病棟からの退院を

促進する手法についての論文についての文献

検討結果は、認知症の人に対する安全で効果

的な看護手法の開発への活用が期待される。 

 

 

F．健康危険情報 
 特記すべきことなし。 
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H．知的財産権の出願・登録状況（予定を

含む。） 

1．特許取得 

 なし。 

2．実用新案登録 

 なし。 

3．その他 

 特記すべきことなし。 

 


